
 

 

会  議  録 

会議等名 平成２９年度第２回富士見市健康づくり審議会 

開催日時 平成３０年１月１８日（木）午後１時３０分～３時 

開催場所 富士見市立健康増進センター 研修室 

出席者名 委員： 篠田 毅会長     三木 とみ子副会長   上田 しげ子委員 

大竹 ミイ子委員    奥住 幸江委員         帖地 知穂委員 

苗代 明委員     増井 源一委員     三角 麻子 委員    

溝辺 香織委員 

 

事務局 ：健康福祉部 久米原部長 

健康増進センター 望月所長 相原副所長 

         母子保健係 村井係長 保健予防係 小林係長 

健康づくり支援係 藤田主任 松倉主事 仁木 

欠席者名 委員：加瀬 勝一委員、小寺 ひろ美委員、関根 衣都美委員、 

関野 美知子委員、中島 秀行委員 

傍 聴 者 １名 

議事内容 

１ 開会 

 

２ 会長あいさつ（篠田会長よりあいさつが行われた） 

 

３ 議事    （富士見市健康づくり審議会条例第６条により、委員の過半数の出 席

により審議会が成立することを報告された。） 

 

（１）健康ライフ☆ふじみ（富士見市健康増進計画・食育推進計画）平成２８年度取り組

み状況について 

議 長 

 

 

事務局 

 

はじめに（１）健康ライフ☆ふじみ（富士見市健康増進計画・食育推進計画）

平成２８年度取り組み状況について、前回審議会で審議会評価が保留であった

項目および確認事項を審議したい。では、事務局より説明をお願いする。 

第１節「栄養・食生活（食育推進計画）２地域に根ざした食育の推進（３）地

産地消」で前回保留だった産業振興課の取り組み状況について説明する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

事務局 

議 長 

まず、「食や食品についての正しい知識や情報を提供します」に関する事業展

開について、担当課の評価はＢである。「つきいち」は、毎月第３火曜日開催

で、市民に周知し、定着している状況から、変更の予定はない。生産者である

富士見市農業研究団体連絡協議会の団体が参加しており、現在の開催頻度が適

当と考えている。生産者の一部には、市内外のスーパーや直売所等にも生産物

を卸しており、安定した品物の確保が難しい。農作物の状況をみながら、つき

いちに参加可能な生産者を増やしたいと考えている。 

次に「農業へ理解が深まるよう推進します」に関する事業展開について、こち

らも担当課の評価がＢである。事業に協力可能な市内農業者や事業者を確保す

ることが課題となっている。今後とも機会を捉えて市内農業者や事業者に対し

て当事業に関する情報提供を行い、協力を仰ぎたいと考えている。グリーンツ

ーリズムに関しては、市民対象の内容と農業者対象の内容を隔年で開催してお

り、平成３０年度は市民対象のものを予定している。 

次に、「地元食材を積極的に活用します」という事業展開についても担当課の

評価がＢである。市内農業者、商業者等が意見交換を行う場である農商工連携

推進会議に市担当者も参加し、地元食材を活用できる店舗の開拓や他市との情

報交換等に努めていきたい。また、引き続き富士見市元気プロジェクトカタロ

グに店舗等の情報を掲載していく。 

続いて、「地元産食材の供給体制の整備に努めます」に関する事業展開につい

て、こちらも担当課の評価はＢである。農商工連携推進会議や、産業振興審議

会等において市内農業者、事業者の意見、要望の把握に努めていく。平成２９

年度の新たな取り組みとして、富士見市のお酒である純米吟醸酒の縄文海進の

原酒を使った梅酒の製造・販売を支援している。 

最後に「地元産農作物や地産地消活動の情報提供に努めます」に関する事業展

開については、担当課の評価がＣである。現在は、市内のイベント開催時に市

内農産物をＰＲするため農業マップを配布しているが、今後は埼玉県へ市内イ

ベント等の情報提供を行っていく。内容は、「つきいち」、「富士見市ふるさ

とまつり」、「ふじみマーケット」、市内産農作物、新米のＰＲイベント、キ

ラリ☆ふじみでのイベント、「ふじみ大地の収穫祭」、「なんばた青空市場」、

「菜の花まつり」、「菜の花フェスタ」を予定している。市外のイベント参加

も行う。県庁で行われる「ふるさと埼玉朝市」や東松島市の復興支援の夏祭り

で、富士見市産の梨の販売など出店協力をしていく。また地場産品ショップ「ゆ

い」に対する直売支援、食育推進室における地産地消の料理教室の他、市の広

報、市・県のホームページ等を活用した様々な情報発信を行っていく予定であ

る。 

母子保健推進員連絡協議会、朝霞保健所からも意見をいただいたようだが、こ

こに記載してある通りということでよいか。 

その通りである。 

何か意見はあるか。 
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（意見なし） 

産業振興課からの回答により、保留となっていた項目はよく理解できた。現状

のまま継続でよいと思うが、何か意見はあるか。 

（意見なし） 

評価Ａとしてよろしいか。よいと思われる方は、挙手をお願いする。 

（全員挙手） 

次に第２節「身体活動・運動、子どもの運動に親しむ力と体力づくりの推進」

について説明をお願いする。 

第２節の２「子どもの運動に親しむ力と体力づくりの推進」で前回質問のあっ

た定期健康診査の結果について説明する。資料２は、富士見市養護研究部発行

の平成２８年度学校保健総計報告書の抜粋である。定期健康診断結果項目とし

て「脊柱・胸郭・四肢の状態」がある。平成２７年度までは、この項目が「脊

柱・胸郭異常」のみであったが、平成２８年度より「四肢の状態」が必須項目

として、追加された。健診結果について、「脊柱・胸郭・四肢の状態」の項目

における「異常」の数値は、富士見市の小学校の平均が１．８％に対して全国

平均が１．８３％、富士見市の中学校の平均が４．５％に対して全国平均が３．

４３％であった。中学校が全国平均よりも高い数値となっている。参考として、

平成２７年度における「脊柱・胸郭異常」項目の異常の数値では富士見市の小

学校の平均が０．２％に対して、全国平均が１．０２％、富士見市の中学校の

平均が０．９％に対して全国平均は０．７４％であった。平成２７年度に関し

ても、中学校が全国平均より高い数値となっている。検査項目に「四肢の状態」

が追加されたので、単純な比較はできないが、「脊柱・胸郭・四肢の状態」で

異常と判定された者の割合がやや増加しているように見える数値であった。 

子どもロコモの検査をして、受診勧告を受けた児童生徒を含めた値なので高く

なってしまったと思う。「脊柱」は主に側弯症、「胸郭」は主に漏斗胸の有無

を検査していた。今回は座れるか、また、座った姿勢から立てるのかを検査し

たら「異常」と判定される児童生徒が多かったという結果であった。運動能力

の結果が把握できていないので、中学生の体力が全国平均より低いとは一概に

は言えない。 

この学校保健統計報告書を読んで、医者の立場から子どもの疾患について気付

いた点があるので報告する。アトピー性皮膚炎である子どもの割合が富士見市

の小学生の平均が８．５％に対して全国平均が３．１８％、富士見市の中学生

の平均が８．２％に対して全国平均が２．６６％であり、どちらも全国平均よ

り高い数値である点は、特記すべきことである。同様に、喘息に関しても、富

士見市の小学生の平均が７．１％に対して全国平均が３．６９％、富士見市の

中学生の平均が５．８％に対して全国平均が２．９０％であった。かつて喘息

と診断されたことがある子どもも含まれている数値かもしれないが、小学生、

中学生どちらも、アレルギー性疾患が極めて多く、医師会として、今後も焦点

を絞ったフォローアップをしていきたいと考えている。第２節の２「子どもの
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運動に親しむ力と体力づくりの推進」については、前回疑問があった点の説明

があったので、よいと思う。 

次に富士見市の健康づくり及び食育の推進についてということで、これまで審

議してきた「健康ライフ☆ふじみ」に関する庁内の事業の取組状況を踏まえ、

委員が各方面・各分野において取り組んでいることや感じていることについ

て、意見交換を行いたい。はじめに、第１節の「栄養・食生活」について意見

をお願いする。なにか意見はあるか。 

（意見なし） 

次は第２節「身体活動・運動」について。前回の議題にもあった「スポーツフ

ェスタ」では、体育館が利用できるようになったので参加者が増えるのではな

いかという話があったがいかがか。 

結果としては、あまり増えてはいない。１年に１回しか行われないイベントも

多々あり、また野外で行われるイベントは全て雨であったので体育館で行っ

た。また、「ウォーク＆ウォーク」という約５キロ歩いて、途中で大根を掘っ

て持って帰れるイベントがあり、毎回７０名位参加しているが、これは中止に

なってしまった。 

第２節に対する審議会の評価は、参加者数や運動習慣づくりを拡大していく、

ということでＢ評価にしたと記憶するが、何か意見はあるか。 

各学校で体力テストを実施していると思うが、その評価結果がわからない。元

の資料がないので県や全国平均との対比ができない。 

学校保健統計で「四肢の状態」が健診の必須項目となり、富士見市の中学生が

全国平均よりも「異常」の数値が高い結果ということであったが、関連するの

か。 

まとめ方がはっきり分からない。何とも言えない。 

学校保健統計といえば、話題は少し転じるが、アレルギー疾患は、既往も含め

て書いてあるのか。 

毎年、定期健康診断を実施しているので、アレルギー疾患は現在の罹患状態で

はないか。アレルギーは我が国の大変な問題になっているというのは確かであ

るが、富士見市が特に多いという、例えば四日市喘息のような特別な状況にな

っているのか。 

なっていない。昔と比較したら喘息の子どもも少なくなったと思うし、外来を

受診する子も少なくなった。ひとえにステロイド等、吸入療法が普及した結果

だと思う。 

学校では、チヂミを食べて死亡した事例もあり、食物アレルギーが大変問題と

なっている。また、食物だけではなくて、様々なアレルギーもある。 

あくまで数値上このような結果が出ており、統計処理の仕方は分からないのだ

が、実態と数値の間には差があると思う。 

自分のことなのだが、私はアトピーも喘息もある。４０年位前、空気がきれい

な頃の富士見市に引っ越してきて、喘息がなくなった。先ほど、富士見市の小
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中学生は、アレルギー性疾患が極めて多いという結果があったが、富士見市の

環境が悪いというわけではない。富士見市と近隣の市が同じ結果であれば、そ

れほど悪くはないのかもしれない。この結果で示す全国平均はどのようなデー

タなのか。例えば都市部と都市部以外を比較しているなどのデータがあればよ

いと思う。 

確かに昔は、子どもが喘息をもっていると、空気が良いという理由で地方に転

居する人もいた。このような話は、意外と多かったと記憶するので、着目して

いきたいとは思う。 

高齢者の運動推進に関してはパワーアップ体操が様々な場所で実施されてい

る。ますます広がっていってもらえればと思う。他に意見が無いようなら第２

節全体も前回の評価と同じでよいか。よければ挙手をお願いする。 

（全員挙手） 

第３節「健康管理」について、何か意見はあるか。 

（意見なし） 

朝霞保健所の取り組みとして「エイズ検査・相談の実施を月２回している」、

「水質検査をしている」とあるが、市独自では取り組んではいないのか。保健

所事業なのか。 

保健所が所管している。水質検査等は、相談があれば保健所を紹介している。 

感染症の相談となると、朝霞保健所は結構遠い。出張相談などはあるのか。 

保健所事業の出張相談を市で実施することはない。感染症に関しては、保健所

に問い合わせれば、必要な対応をしてもらえる。 

何か意見はあるか。 

（意見なし） 

無いようであれば、前回の通りの評価でよいか。よければ、挙手をお願いする。 

（全員挙手） 

それでは、前回の審議会で決定した通りとする。第４節の「こころの健康」に

関してだが、市独自の相談窓口があるのか。 

成人については、障がい福祉課に窓口があり、月１回のこころの健康相談を実

施している。児童・生徒については、教育相談室等で対応している。 

引き続き力を入れてほしい。この項目に関しては前回Ａ評価になっているが、

よいか。よければ挙手をお願いする。 

（全員挙手） 

それでは第５節「歯と口腔の健康」に関して、委員より、質問事項、説明事項

等何かあるか。 

成人歯科健診の受診者が少ないことは毎年の課題になっており、市に対策を要

望している。高校生までは学校で必ず歯科健診を実施するが、大学生や社会人

は健診の機会がなくなる。切れ目が無い健診事業を進めるために対象年齢を１

８歳まで引き下げたいと思っている。成人式や長寿の節目のタイミングで対象

者に健診を勧め、普及啓発することも考えている。昨年度から埼玉県後期高齢
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者医療広域連合で実施する７５歳の市民を対象とした１年限りの健診が始ま

り、直接本人に健診票が郵送されている。それを持参する人がかなり多い。な

るべく健診を受けられるようなシステムを作っていきたいと思っている。来

週、歯科医師会と行政との会議を予定している。 

このことは、切れ目のない健診を目指しているということで、今後の課題のと

ころに加筆した方がよいか。 

そうしたい。 

課題のところに切れ目のない健診を拡大したいということを入れることとす

る。 

富士見市の学校のむし歯の未処置者が小学生で１７．３％、全国平均で２４．

８６％、富士見市は全国平均よりも未処置者は少ない。中学生は１１.８％、

これも全国平均１６.５１％と比べて少ない。富士見市の児童・生徒は健診後

すぐに歯科医のもとに行って処置している、と見てとれる。 

学校の協力により、夏休み前に何回も話をしてもらっている。 

歯と口腔の健康に関しては、前回評価した通りでよいか。挙手をお願いする。 

（全員挙手） 

特定保健指導についてだが、国民健康保険加入者に対しては健康増進センター

が特定保健指導を実施している。また、特定保健指導を行う医療機関が市内に

１１機関あるが、定期的に行う医療機関は２機関しかない。特定保健指導につ

いては、医師会活動を通じて充実させていかないと、やりっぱなし健診になっ

てしまうので、今後の課題として、反省している。 

他に何か全体を通して気づいた点はあるか。 

（意見なし） 

（２）富士見市の健康づくりと食育の推進について（意見交換） 

議 長 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

委 員 

 

富士見市の健康づくりと食育の推進について何か意見はあるか。 

富士見市産の農産物を市内でどれだけ取り扱っているかというデータを出し

てみた。米は学校給食センターで年間８９，６００㎏（８９ｔ）使用している。

平成２７年度よりは少し減ったが、米飯給食も増えているからなのか年々増加

している。保育所は３か所が地元産米を使用していて年間３，５９９㎏である。

その他の保育所については把握していない。他の農産物ではきゅうりを６，６

００㎏使用しており、年々増加している。市で「つきいち」への参加協力につ

き依頼していると思うが、時々は農薬の安全基準等調査をした方がよいと思

う。農協に出している野菜は、概ね月に１回農薬検査を行っている。検査費用

はかかるが、地元で採れた安心安全、そして新鮮な作物を提供するというＰＲ

にもなるのではないかと思う。 

きゅうり６，６００㎏は相当な量であると思う。 

きゅうりは、収穫が安定しやすく、提供実績がある。給食等で使用してもらう

には、必要量が安定して揃わないといけない。多くの品目でこれを実現するの
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は難しい。 

富士見市はかぶが有名と聞く。 

かぶが一番有名である。 

いろいろある中で、富士見市のかぶが一番美味しいし、大きい。スーパーで売

っているのは、○○さんの作ったものです等の名前が書いてあるものがある

が、農協と関係はないのか？ 

スーパーに直接農家が卸していることがある。産直組合という組合を作り、こ

こを通してスーパーに卸している。スーパーほど農薬の基準に厳しいところは

なく、全部検査結果を持参し、基準を満たしていれば売ってもらえるというシ

ステムになっている。 

普段は、スーパーで買い物をするが、直売で買う富士見市産の小松菜は美味し

い。 

直売で出ている野菜は、市場に出る野菜と品種自体が違う。市場に出すものは、

味重視というよりは、見た目重視で、作りやすく病気になりにくい品種を出す

ことが多い。直売で扱う野菜は、身近な人に対して販売する物であり、自分の

名前もついているので、味重視になる。直売の場合は、たくさんの品種がある

中で、美味しい品種のものを作ろうという考え方、動き方になっていく。 

スーパーに行っても「富士見市の野菜」という判断がつかない。「富士見市の

野菜」という名前がはっきりと分かると良い。 

地産地消と分かるとよい。 

地元の人は地産地消を意識している。 

産業振興課と検討する。三芳町、ふじみ野市はシールを提供してくれる。富士

見市も「富士見市産」というシール提供している。 

地元のものというと少し意識するので、目立つ形で示されるとよい。 

産直組合を含めて話をしてみる。 

商工会は「富士見市元気プロジェクトカタログ２０１７」を作成し、「逸品」

といって地元に特化した商品や地元産農産物のトマトやお米などを掲載して

いる。銀行などで配布しているので、気づいたら手に取って見てほしい。また、

酒販組合と共に「縄文海進」という日本酒をずっと作ってきたが、そのお酒の

残りと水子で採れた梅を使用して、焼酎ではなく日本酒を使用した梅酒「梅恋

花」を今年初めて、１１月から販売したが、好評により完売した。また来年も

販売していく予定である。  

（３）今後の予定について 

 議 長 

 事務局 

 

 

 

今後の予定に関して、事務局より説明する。 

本日の審議結果を担当課へ再度フィードバックする。その後進捗状況調査を完

成させて、３月には市長に答申をする。本来なら、委員全員が揃って答申する

形が良いと思うが、多忙な中、再度全員が参集することは難しいので、会長が

代表として、市長に報告をする形で進めてもよいか。 



 

 

委員一同 

 事務局 

 議 長 

 

 

委 員 

（閉会の言葉） 

（異議なし） 

そのように進める。 

各委員の貴重な意見が、健康ライフ☆ふじみを推進していく上でとても重要な

ものとなる。今後も計画の進行管理について、積極的な意見、審議をお願いす

る。 

様々な取り組みが審議会の中でもう一度検討され、その評価結果が市長に届

く。意義深い会議であると思う。これをもって、第２回富士見市健康づくり審

議会を閉会する。ありがとうございました。 

４ その他（特になし） 

５ 閉 会 

 


